
北海道におけるシーニックバイウェイ制度導入モデル検討委員会 

検討内容（案）・スケジュール 
 
１．目的 
本委員会は、北海道において米国シーニックバイウェイ制度を参考とし、導入モデルの検討に

あたりモデルルートを選定し、モデルルートにおける試行を通して制度導入における課題・対応・

評価を検討することを目的としている。 
 
２．検討内容 
 
①モデルルートの選定について 
 
②運営主体およびモデルルートでの実施内容について 
・ 運営主体の募集要項について（活動内容、団体種別 等） 
・ 運営主体の募集方法について（募集時期・期間、他薦・自薦 等） 
・ 運営主体、活動計画の評価、認定 
・ 運営主体への支援内容 
・ 運営主体と行政のパートナーシップについて（支援体制 等） 
・ 沿道景観改善の取り組みについて（社会資本整備、景観保全制度 等） 
・ 地域及び旅行者に対するサービスの取り組みについて 
 
③運営主体・沿道景観等の評価について 
・ 地域固有特性について 
・ 運営主体・沿道景観等の評価手法について 
・ 運営主体の活動内容、活動状況および沿道景観・観光資源等の評価手法を検討しケーススタ

ディを行う。 
 
④シーニックバイウェイ制度導入に向けて（提言） 
 

資 料 ３ 



３．活動内容 
 
①第１回委員会（平成１５年２月１７日） 
・ 北海道におけるシーニックバイウェイ制度導入について 
・ 委員会の検討内容（案）・スケジュールについて 
・ 米国シーニックバイウェイプログラムの概要 
 
②第２回委員会（平成１５年３月～４月） 
・ モデルルートの選定 
・ 運営主体募集の考え方（要件等）について 
・ 沿道景観整備への取り組み（景観マニュアル） 
・ 広報・プロモーションの概念 
・ 支援措置、運営主体と官のパートナーシップのあり方 
・ 支援センターの設置及び活動内容（人材育成プログラム、運営主体の交流促進など） 
 
③第３回委員会（平成１５年６月頃） 
・ モデルルートの状況把握 
・ 運営主体の決定（運営主体の条件など） 
・ モデルルート候補の視察 
・ モデルルートにおける管理・運営計画について 
・ 運営主体および沿道景観等の評価方法について 
 
④第４回委員会（平成１６年１月～２月頃） 
・ 運営主体および沿道景観等の評価結果について 
・ 運営主体、支援措置、社会資本整備等課題の抽出およびその解決策の検討 
・ 平成１６年度改善方針の検討 
 



４．スケジュール 
 

２年間程度の実

施・検討期間 

評 価 

シーニックバイウェイ制度

導入モデル検討委員会の設

置 

モデルルートの選定 
第 2回委員会（H15.３～４）

 実 施 

ＮＰＯ等：（ルート周辺で公募） 
観光振興、沿道景観、環境保全等に

係る諸活動 
国、北海道、市町村： 
ＮＰＯ等への支援、景観整備 等 
その他： 
（旅行業者、観光協会、「道の駅」等）

ＰＲ、情報発信 等 

運営団体の公募・選定 
第 3 回委員会（H15.６頃）

北海道版シーニック

バイウェイ制度（仮

称）の創設 


